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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程における教育目標は資料６－１－①－１のように，各学科で養成する学力や資質能力に

関する具体的な学習・教育目標の五つの分類あるいは五つの標語に展開している。 

資料６－１－①－１ 

「教育目標の展開」◎は特に関与，○は関与 

     養成すべき学力や資質・能力等の学

習・教育目標の分類 

学校の教育目標 

（準学士課程） 

（A） 

倫理 

（B） 

デザイ

ン能力 

（C） 

コミュ

ニケー

ション

能力 

（D） 

専門知

識・能

力 

（E） 

情報

技術 

（１） 広い視野を持ち，自立心と向上心に

富み，教養豊かで心身ともに健康な

技術者の育成 

◎ ○    

（２） 基礎学力を身につけ，創造力，応用

力，実践力を備えた技術者の育成  ◎  ◎  

（３） 国際コミュニケーション能力と先端

情報技術を駆使する能力を備えた技

術者の育成 

  ◎  ◎ 

（４） 工学技術についての倫理観を有した

技術者の育成 
◎     

（５） 教育研究活動を通じて社会へ貢献で

きる技術者の育成 
○ ◎  ◎  

標語（校長，教務） 広い教

養 

ものづ

くり 

国際化 深い専

門 

IT 

（出典 平成18年度学生便覧） 
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五つの目標については教務会議においてその評価方法・評価基準を定め，平成16年度より達成度を

評価し教員会議で報告している。資料６－１－①－２にその概要を記す。 

資料６－１－①－２ 

「学校の目標の評価方法・評価基準」 

（７）教育目標の達成度（平成 16 年度） 

達成度評価方法・基準 

ＴＯＥＩＣ 第 3 学年のＴＯＥＩＣ平均スコア・350 

ＩＴ 
2M（情報処理）Ⅰ，2E（プログラミング），2D（情報処理），1C（コンピュー

タ数理），3A（情報処理Ⅰ）の平均点・評価６ 

ものつく

り 

4M（機械工学実習），5E（実験），D（電子制御工学実験），5C（設計演

習），4A（建築設計製図Ⅱ）の平均点・評価６ 

広い教

養 4 年総合国語，法学，英語Ａ，ドイツ語の平均点・評価６ 

深い専

門 5 年専門科目の平均点・評価６ 

（出典 平成17年度教員会議（第１回）資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成16年度までの各学科の評価方法・評価基準に対する取り組み状況を資料６－１－①－３に示す。 

 

資料６－１－①－３ 

「各学科の取り組み状況一覧」 
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（出典 平成17年度第23回教務会議資料） 
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 養成する学力や資質能力に関する統一的な評価方法・評価基準を検討した。(資料６－１－①－4)。 

資料６－１－①－４ 

「学習・教育目標検討会議事要旨」 

平成18年3月10日 

学習・教育目標検討会議事要旨 

日時：平成18年3月10日14：00～14：30 

場所：教務主事室 

出席者：教務会議委員 

議題：学習・教育目標の評価方法・評価基準について 

下記の評価方法を一例として，各学科で評価方法をさだめ，3月15日までに教務主事まで報告することになった。 

今年度の学年末成績等により，各学習・教育目標ごとに評価を実施し，年度末までに教務主事に報告することになった。 

 

評価方法・評価基準 

準学士課程の各学科で養成すべき学力及び資質・能力について下記の評価方法・評価基準で把握・評価する。 

評価基準 

10段階評価では6に対する百分率比，5段階評価では3に対する百分率比で評価する。 

１００％で達成と評価する。 

評価方法の一例 

分類 評価方法 

A-1 社会倫理 各学科の総合国語，英語Ａ，ドイツ語の最上級学年のクラス平均の平均 

A-2 技術者倫理 各学科で実施した内容の評価の平均 

A-3 芸術・保健体育 各学科の美術・音楽・保健・体育の最上級学年のクラス平均の平均 

B-1 計画 各学科で実施した内容の評価の平均 

B-2 実践 各学科で実施した内容の評価の平均 

C-1 日本語 各学科の総合国語の最上級学年のクラス平均の平均 

C-2 英語 第三学年ＴＯＥＩＣの各学科の平均スコア，基準は３５０とする。 

D-1 理学 各学科第四学年の応物・応数のクラス平均の平均 

D-2 基礎工学 各学科指定科目のクラス平均の平均 

D-3 工学共通 各学科指定科目のクラス平均の平均 

D-4 専門 各学科指定科目のクラス平均の平均（資格取得率でも可） 

D-5 異分野 各学科指定科目のクラス平均の平均 

E   情報技術 各学科指定科目のクラス平均の平均 

単位の重みを加えてもよい。 

 

（出典 学習・教育目標検討会（平成１７年度第１回）議事要旨） 

 

各学科で新たに定めた評価方法及び評価基準を資料６－１－①－５に示す。 
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資料６－１－①－５ 

「達成度評価の評価方法・評価基準」 

人文 

分類 評価方法 

A-1 社会倫理 各学科の総合国語，地理，歴史，倫理，政治経済，法学，英語Ａ，ド

イツ語の最上級学年のクラス平均の平均 

A-3 芸術・保健体

育 

各学科の美術・音楽・保健・体育の最上級学年のクラス平均の平均 

C-1 日本語 各学科の総合国語の最上級学年のクラス平均 

C-2 英語 各学科の英語Ａ，ドイツ語の最上級学年のクラス平均の平均，および

第三学年ＴＯＥＩＣの各学科の平均スコア（基準は３５０とする）と

の平均。 

機械工学科 

機械工学科では学習・教育目標の評価方法を以下の通りとします． 

分類 評価方法 

B-1 計画 各学科で実施した内容の評価の平均 

B-2 実践 各学科で実施した内容の評価の平均 

D-1 理学 各学科第四学年の応物・応数のクラス平均の平均 

D-2 基礎工学 各学科指定科目のクラス平均の平均 

D-3 工学共通 各学科指定科目のクラス平均の平均 

D-4 専門 各学科指定科目のクラス平均の平均 

D-5 異分野 各学科指定科目のクラス平均の平均 

E   情報技術 各学科指定科目のクラス平均の平均 

ただし，複数の目標にまたがる科目は目標ごとに割合を定めて分配する． 

単位数の重みはかけない． 

 

電気情報工学科 

分類 評価方法 

A-2 技術者倫理 第四学年工学基礎研究と第五学年電気電子工学実験および情報工学実

験において講演会等を実施し，報告書を５段階評価したクラス平均の

平均 

B-1 計画 対象科目の重み付けを考慮した５段階評価の合計値×100／（対象科目

のうち必修科目の合計×重み付け×３） 

B-2 実践 対象科目の重み付けを考慮した５段階評価の合計値×100／（対象科目

のうち必修科目の合計×重み付け×３） 

D-1 理学 第二学年の物理と第四学年の応数数学 A, B のクラス平均の平均 

D-2 基礎工学 第四学年応用物理 I と電気材料 I とディジタル回路 I のクラス平均の

平均 

D-3 工学共通 第三学年電気情報工学実験と第四学年電気情報工学実験のクラス平均
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の平均 

D-4 専門（１）主

要 

第三学年電気磁気学 I と電気回路 I のクラス平均の平均 

D-4 専門（２）電

気電子 

第四学年電磁波工学と電気回路 II のクラス平均の平均 

D-4 専門（３）情

報 

第四学年の信号処理と言語理論のクラス平均の平均 

E   情報技術 第三学年のプログラミングと計算機アーキテクチャのクラス平均の平

均 

B-1・B-2 の対象科目と重み付け： 

第一学年電気電子設計製図： ６ 

第二学年電気情報工学実験： ８ 

第三学年電気情報工学実験：１１ 

第四学年工学基礎研究：  ２７ 

校外実習：         ６ 

電磁電子／情報工学実験： １６ 

卒業研究：        １４ 

 

電子制御工学科 

分 類 評 価 方 法 

A-2 技術者倫理 4 年工学基礎研究の評価の平均 

B-1 計画 5 年電子制御工学実験の評価の平均 

B-2 実践 5 年卒業研究の各指導教員による評価表を学生別に集計し評価を算出

し，それのクラス平均 

D-1 理学 第四学年の応物・応数のクラス平均の平均 

D-2 基礎工学 4 年の機械運動学，材料の力学の各評価のクラス平均の平均 

D-3 工学共通 4 年の計測工学，制御工学，工学基礎研究の各評価のクラス平均の平均 

D-4 専門 3 年電気磁気学，電気回路，電子回路，4 年電気磁気学，電気回路，電

子制御回路の各評価のクラス平均の平均 

E   情報技術 3 年，4 年の情報処理の評価のクラス平均の平均 

 

上記評価方法により求めた平均値を 6（目標を 100％達成したときの評価）で除し，学習・教育目

標の達成度を算出する。 

 

環境都市工学科 

分類 評価方法 

A―２ 技術者倫理 「総合演習Ⅰにおける技術者倫理に関する小論文」の評価のクラ

ス平均 

B－１ 計画 卒業研究の「問題点と課題を理解する能力能力がある」について
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の評価のクラス平均 

B―２ 実践 卒業研究の「総合的にみて論文作成能力がある」についての評価

のクラス平均 

D－１ 理学 応用数学Ⅰ，情報処理，応用数学Ⅱのクラス平均の平均 

D―２ 基礎工学 計画学・同演習Ⅱ，設計演習，基礎実験Ⅱ，コンクリート工学

Ⅱ，都市工学，設計製図Ⅱのクラス平均の平均 

D－３ 工学共通 計測実験，測量学・測量実習Ⅲのクラス平均の平均 

D―４（１）専門 構造力学・同演習Ⅲ，水理学・同演習Ⅱ，土質力学・同演習Ⅱの

クラス平均の平均 

D―４（２）専門 環境工学のクラス平均 

D―５ 異分野 国際事情のクラス平均 

E 情報技術 情報処理，設計製図Ⅱの後期（CAD）評価，設計演習のクラス平

均の平均 

 

建築学科 

分類 評価方法 

(A-2) 技術者倫理 建築学演習，建築法規，防災工学Ⅱの評価の平均 

(B-1) 計画 卒業研究の「問題解決能力」の評価のクラス平均 

(B-2) 実践 
建築設計製図Ⅰ，建築設計製図Ⅱ，建築設計製図Ⅲの評価

の平均 

（D-

1) 
理学 

数学Ａ，数学Ｂ，化学，物理の最上級学年のクラス平均と

応用物理Ⅱ，情報処理Ⅱのクラス平均の平均 

（D-

2) 
基礎工学 

設計製図Ⅰ，設計製図Ⅱ，建築デザイン論，建築材料，建

築生産，地域都市計画，構造特論の評価の平均 

(D-3) 工学共通 
建築工学実験Ⅰ，建築工学実験Ⅱ，測量学，防災工学Ⅰ，

外部環境論のクラス平均の平均 

（１） 
インテリア設計，建築計画Ⅱ，計画特論の評価のクラス平

均の平均 

専門（２） 
環境工学Ⅰ，環境工学Ⅱ，建築設備Ⅰ，建築設備Ⅱ，環境

特論のクラス平均の平均 (D-4) 

（３） 

建築構法，構造力学Ⅰ，構造力学Ⅱ，材料力学，RC 構造

Ⅰ，RC 構造Ⅱ，鉄骨構造Ⅰ，鉄骨構造Ⅱ，土質基礎工学，

構造設計の評価のクラス平均の平均 

(E) 情報技術 
情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱ，建築設計製図Ⅱ，建築設計製図

Ⅲの評価のクラス平均の平均 

 

 

（出典 教務会議（平成18年度第１回）資料） 
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特別活動はA-1の目標に関連し合格をもって達成したものとする。 

 上記の方法で評価した達成度の一覧を資料６－１－①－６に示す。 

資料６－１－①－６ 

「平成17年度学習・教育目標の達成度評価」 

平成 17年度達成度評価   ％ 

  Ｍ Ｅ Ｄ Ｃ Ａ 平均 

A-1 133 132 132 131 126 130.8 

A-2 133 131 142 162 131 139.8 

A-3 134 139 145 143 134 139 

B-1 135 132 140 132 118 131.4 

B-2 137 140 139 123 114 130.6 

C-1 131 135 129 133 132 132 

C-2 115 124 125 120 124 121.6 

D-1 119 133 138 140 138 133.6 

D-2 128 140 146 136 127 135.4 

D-3 128 132 133 130 134 131.4 

D-4(1) 127 133 129 118 137 128.8 

D-4(2)   135   131 128 131.3333 

D-4(3)   139     126 132.5 

D-5 138     133   135.5 

E 137 137 128 142 121 133 

平均 130.3846 134.4286 135.5 133.8571 127.8571 132.4489 

（出典 平成18年4月教務会議，4月主管会議，5月運営会議資料） 

 

電気情報工学科では実践技術ポイント制度を2000年度より導入している。(資料６－１－①－７) 

資料６－１－①－７ 

「実践技術ポイント制度の概略」 

電気情報工学科（以下，本学科と略す）でも，実用英検等の単位を取得する学生は卒業時までに 2

ないし 3 名程度であった。実践的技術取得への意欲の非常に高い学生には，特段のシステムを用意

することは必要ではない。これに対して，大多数の学生は受動的立場であり，これらの学生になん

らかの教育システムにより，自主的意欲を持たせることが必要である。 

 本学科では，電気電子工学コース及び情報工学コース（以下，それぞれ EE コース及び EJ コー

スと略す）のコース別教育課程 1)，系統的なデザイン教育 2)，フォローアップ点検システム等によ

り，実践的技術者を育成する教育システムを実施している。2000 年度に導入した実践技術をポイン

ト化する制度３）は，資格取得，サイエンスボランティア，コンテストへの参加・入賞等をポイント

換算し，自主的な実践技術の取得を促すものであり，上記の教育システムと連動して相乗効果によ

り実績をあげているので報告する。 

（出典 論文誌「高専教育」より該当部分を抜粋） 
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専攻科課程における学習・教育目標は資料６－１－①－８のようであり，環境システムデザイン

工学教育プログラムの学習・教育目標（A）～（E）および五つの標語に展開している。 

 

資料６－１－①－８ 

「教育目標の展開」◎は特に関与 

養成すべき学力や資質・能力等 

の学習・教育目標の分類 

 

学校の教育目標 

（専攻科課程） 

（A） 

倫理 

（B） 

デザイ

ン能力 

（C） 

コミュ

ニケー

ション

能力 

（D） 

専門知

識・能

力 

（E） 

情報

技術 

 （1）得意とする専門分野をさらに深める

とともに，異分野を理解し複数の分野に

またがった思考力を備えた技術者の育成 

   ◎  

 （2）社会の要求するテーマを創造的に調

査・企画・設計・計画し，継続的に解析

・実行・改善できる問題解決能力を備え

た技術者の育成 

 ◎    

 （3）的確な日本語と国際的に通用するコ

ミュニケーション能力を備えた技術者の

育成 

  ◎   

 （4）先端情報技術を駆使して専門分野の

プログラムを構築する能力を備えた技術

者の育成 

    ◎ 

 （5）多様でグローバルな視点の倫理的判

断ができ，技術者の社会的責任を理解し

て地域貢献できる技術者の育成 

◎     

標語 広い教

養 

ものづ

くり 

英語 深い専

門 

IT 

（出典 平成18年度学生便覧） 

 

 

 

 

学習・教育目標の評価方法・評価基準を定め，達成度を評価している。(資料６－１－①－９) 

 

資料６－１－①－９ 

学習・教育目標の達成度評価 
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－367－ 

 

（出典 学生便覧） 
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専攻科課程修了時に学生が身につけるべき学力等や養成する人材像は，本校の教育目的の課程ごと

に記述されている。本校のカリキュラムは教育目的を達成するために必要な教科目が各年次に配置さ

れており，これらの教科目の達成状況を把握・評価するために，以下のような取り組みを行っている。 

① 各教科目における定期試験等の学力試験あるいはレポート課題提出の実施とその評価 

教科担当教員が授業実施後，達成度を把握・評価するために随時実施している。その評価方法はシ

ラバスに明記されている。さらに，この評価をフォローアップ委員会が点検している。 

② 特別研究における論文提出および発表会の実施 

特別研究の内容を複数の教員で評価し，発表会についても全教員で評価している。特別研究におけ

る評価方法一覧を資料６－１－①－10に示す。研究をまとめた学修の成果レポートや取得単位数

一覧等を学位授与機構へ提出し，小論文試験を受験することで評価を受け，学位を認定される。 
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資料６－１－①－10 

特別研究における評価方法 

 

 

 

不開示情報 

 

 

（出典 専攻科会議資料） 

成績評価結果は，担当教員が学内LANにより評価集計システムへ送信し，データベース化している。

専攻科課程は学期ごとの単位制であり，修了判定会議で修了の検証を実施している。成績評価結果は

専攻科会議委員を通じて学生へ配布し，自己の評価を把握し達成度を定期的に確認することができる。 
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（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程の目標は五つの標語に展開して，評価方法・評価基準を定めて，平成16年度分から達成

状況を把握・評価するための取り組みを実施している。特別活動は（Ａ）倫理に寄与している。 

 各学科の学習・教育目標の達成度評価は平成17年度について実施している。また，電気情報工学科

では2000年度より資格取得について，他の教育システムと連携した系統的な制度を導入している。 

 専攻科課程についても評価体制に問題はない。修了時の人材像に関する評価は，現実的には困難で

あり，学力以外の側面について，特別実習（実習先責任者を含む）や特別研究などによる総合的資質

の向上成果をレポートや論文，あるいは報告態度や内容を確認することで評価している。 

 以上のように，高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業時に身に

付ける学力や資質・能力等について，達成状況を把握・評価するための適切な取組を実施している。 

  

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本科課程における原級留置者数と平均欠課時数の推移を資料６－１－②－１に示す。 

資料６－１－②－１ 

「原級留置者数と平均欠課時数の推移」 

 

過去５年間の比較       

  平成 11 平成 12 平成 13 平成 14 平成 15 平成 16 

原級留置者数 58 32 38 43 40 21 

平均欠課時数 42.70  35.74  33.01  33.13  22.40  20.36  

 

（出典 平成17年度地区保護者懇談会資料） 

 

五つの目標の評価方法・評価基準を定め，達成度（資料６－１－②－２）を評価している。 

資料６－１－②－２ 

「学校の目標の平成16年度及び平成17年度の達成度評価」 

平成 16 年度基礎データ 

  M E D C A 平均 

ＴＯＥＩＣ 339.7 392.2 366.3 320.2 335.5 350.78 

ＩＴ 7.48 8.11 7.63 8.43 7.83 7.896 

ものつくり 8.12 8.77 8.48 8.72 6.98 8.214 

広い教養 7.77 8.44 8.25 7.68 7.21 7.87 

深い専門 7.24  7.63  7.63  7.30  7.51  7.462 

       



岐阜工業高等専門学校 基準６ 

－371－ 

平成 16 年度達成度（％） 

  M E D C A 平均 

ＴＯＥＩＣ 97.06  112.06  104.66  91.49  95.86  100.22  

ＩＴ 124.67  135.17  127.17  140.50  130.50  131.60  

ものつくり 135.33  146.17  141.33  145.33  116.33  136.90  

広い教養 129.50  140.67  137.50  128.00  120.17  131.17  

深い専門 120.67  127.17  127.17  121.67  125.17  124.37  

総合達成度 121.44  132.24  127.56  125.40  117.60  124.85  

 

平成 17 年度基礎データ           

  M E D C A 平均 

ＴＯＥＩＣ 350.6  371.2  400.1  392.3  311.9  366.1  

ＩＴ 8.68 8.21 7.93 8.19 7.89 8.18 

ものつくり 8.24 8.77 8.4 8.9 7.38 8.338 

広い教養 7.92 7.93 7.92 7.88 7.82 7.894 

深い専門 7.59  8.13  8.00  7.89  7.79  7.88 

        

 

平成 17 年度達成度（％） 

  M E D C A 平均 

ＴＯＥＩＣ 100.17  106.05  114.32  112.09  89.11  104.59  

ＩＴ 144.67  136.83  132.17  136.50  131.50  136.33  

ものつくり 137.33  146.17  140.00  148.33  123.00  138.97  

広い教養 132.00  132.17  132.00  131.33  130.33  131.57  

深い専門 126.50  135.50  133.33  131.50  129.83  131.33  

総合達成度 128.13  131.34  130.36  131.95  120.76  128.56  

 

（出典 平成18年度教員会議（第１回）資料） 

電気情報工学科の資格取得者の推移を資料６－１－②－３に示す。 

資料６－１－②－３ 

「電気情報工学科の資格取得者の推移」 

表 2 資格取得件数の年度別推移 ( )内は英語関連 

年度 1999 2000 2001 2002 2003 2004 

件数 12(3) 13(2) 52(2) 127(1) 149(14) 147(8) 

（出典 論文誌「高専教育」） 

 ＴＯＥＩＣの団体受験を第三学年で実施している。平均スコアの推移を資料６－１－②－４に示す。

最近3年間でようやく成果が現れ始め，平成15年度以降飛躍的に向上していることが見て取れる。 
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資料６－１－②－４ 

「ＴＯＥＩＣ平均スコアの推移」 

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 

スコア 287 304 304 343 350 366 

（出典 平成17年度教員会議（第11回）資料） 

 

専攻課程の学習・教育目標の達成状況を資料６－１－②－５に示す。評価方法として，対応する

取得科目数（評価6以上）で算定している。達成度評価は，専攻科入学時（４～５月），専攻科

２年次（４～５月），専攻科修了前（２月）の合計３回実施し，学生と専攻科会議委員がチェ

ックし，履修申請等に反映させる。一覧は専攻科会議に報告される。総合的に達成度を評価す

る方法として，以下の方法を導入する予定である。基準ポイントを達成した場合を達成度100%

とし，各学習・教育目標に対する総合的達成度を求める。基準ポイント＝各学習・教育目標達

成に必要な単位数×評価６，総合的達成度＝（達成ポイント）／（基準ポイント）×100%，達

成ポイント＝合格した科目の10段階評価の合計値（単位数による重み付け）である。合否のみ

の科目（特別研究等）は，資料６－１－①－７の評価シートの平均値を10段階評価に換算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



岐阜工業高等専門学校 基準６ 

－373－ 

 

資料６－１－②－５ 

学習・教育目標（A）～（E）における達成度状況（平成17年度専攻科修了生の実績） 

 

不開示情報 

 

 

（出典 平成17年度専攻科会議資料） 
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単位の取得状況および学習保証時間に関する達成度を資料６－１－②－６に示す。 

資料６－１－②－６ 

単位の取得状況および学習保証時間における達成度状況（平成17年度専攻科修了生の実績） 

 

不開示情報 

 

（出典 平成17年度専攻科会議資料） 
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これらの達成度評価より専攻科修了時点で学習・教育目標，単位取得状況の達成度が100％以上で

ある。資料６－１－①－６の学習・教育目標の達成度評価で，TOEICスコア400以上を専攻科の修

了要件（2008年度から425以上）とし100％達成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別研究論文題目一覧を資料６－１－②－７に示す。学術研究から教育研究まで幅広く，環境や

福祉など社会貢献に密接したテーマも設定されている。資料６－１－②－８に，学会発表実績を示

す。所属学会の支部レベルの優秀研究発表賞，優秀ポスター賞等，優秀な成績を収めている。 
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資料６－１－②－７ 

特別研究論文題目一覧（平成17年度専攻科修了生：建設工学専攻の実績） 

 

 

 

 

不開示情報 

 

 

（出典 平成17年度専攻科会議資料） 
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資料６－１－②－８ 

学会発表実績（平成16年度） 

 

 

不開示情報 

 

（出典 平成16年度専攻科会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

  平均欠課時数が平成11年度に比べ半分程度まで減少し，留年者数も１/３に減少している。 

 五つの目標の達成度は，（C）TOEICについて平均として全体では達成できている。他の項目も

120％達成できている。平成17年度は前年度より総合的に目標の達成度評価はわずかに改善している。 

 電気情報工学科は制度を導入後，劇的に資格取得者が増えている。第3学年のTOEIC団体受験の平均

スコアは当初，即効的な効果は現れなかったが，地道な努力の結果ようやく成果が現れてきている。 

 以上より，各学年及び卒業時において，学生が身に付ける学力や資質・能力について，単位取得状

況，進級の状況，卒業時の状況，資格取得の状況等から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 

専攻科課程の修了率はほぼ100％であり教育の成果が十分あがっている。TOEICも専攻科課程のほぼ

全員がスコア400をクリアしその支援体制も確立している。英語能力には教育効果が現れていると判

断できる。特別研究は学協会等で内容を評価されており，一定の水準を保っていることになる。 

 

 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

平成１７年度本科卒業生・専攻科修了生の就職先（資料６－１－③－１）を分野別に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



岐阜工業高等専門学校 基準６ 

－379－ 

資料６－１－③－１ 

平成１７年度卒業生・修了生の業種別就職・編入学進路状況 

 

(出典 学校案内2006) 
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進路決定状況中間報告(資料６－１－③－２)が教員会議でなされ，全学で状況把握を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

就職先は各分野の中核企業であり，進学先も各分野で実績のある大学・大学院であり，教育の目的

において意図し養成しようとする人材像等について，教育の成果や効果が上がっている。 

  

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

 

 

 

 

 

 

（観点に係る状況） 

 卒業時に学習達成度に関する自己点検評価を実施している。学科別の達成度に関する自己点検評価

の平均値の結果を資料６－１－④－１に示す。 

資料６－１－③－２ 

平成１７年度進路決定状況中間報告 （12月現在  今年度／昨年度） 

 卒業予定者数 進学希望者数 進学決定者数 就職希望者数 就職内定者数 求人件数 

Ｍ 43/39 24/20*1) 23/19 19/19 19/19 481/363 

Ｅ 40/40 26/21 25/21 14/19 14/18 580/371* 2) 

Ｄ 42/40 20/21 19/21 22/18 22/18 470/354 

Ｃ 39/32 17/18 15/17 22/14*3) 20/11*4) 199/98*5) 

Ａ 39/35 9/14*6) 9/13 27/21 26/18*7) 194/111 

本科

計 
203/186 96/94 91/91 104/91 101/84 1924/1297 

Ｓ 17/18 2/1 2/1 15/17 15/16*8) 110/133 

Ｋ 15/15 5/5 5*11)/4*9) 10/10 10/9*10) 97/75 

専計 32/33 7/6 7/5 25/27 25/25 207/208 

*1) 1 名は研究生として残る予定だが，現時点では未定とする *2) 公務員等の募集も含む 

*3) 公務員を含む *4)公務員を含む *5)公務員を含まず  

*6) 専門学校[美術系]希望・希望校未定 女子 1 名 *7) 就職未定者：男子 1名 女子 2 名 内 1 名応募中 

*8) 内 1 名は自営 *9)北陸先端・名工大院・神戸大院・名大院 ／ 1 名豊橋技科大院 2 月受験予定 

*10) 岐阜県上級職採用 4 名中 2名岐阜高専・岐阜市上級職合格内定2名 ／ 1 名民間企業受験中 

*11) （名大 4，名工大 1） 

（出典 平成１８年１月１１日教員会議資料） 
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資料６－１－④－１ 

「卒業時の学習達成度に関する自己点検評価」 

 

（出典 平成17年度教務会議（第25回）資料 

  

 第三学年でＴＯＥＩＣの団体受験をしている。資料６－１－④－２に学年平均値の推移を示す。 
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資料６－１－④－２ 

「ＴＯＥＩＣの第三学年の平均値の年度別推移」 

    ３年 希望者 全学生 

合計 参加者 200 162 362 

  平均点 366.1 412.2 386.7 

  400 点以上 55 76 131 

  
第５回 

350.4  
(47) 

380.8 
(57) 

363.7 
(104) 

  
第４回 343.4（48) 

355.7 
(60) 349.7(108) 

  
第３回 

304.3 
(15) 338 (37) 319.0 (52) 

  
第２回 

304.4 
(30) 324 (7) 308.9 (37) 

  第１回 

286.5 
(10) 

329.8 
(11) 300.1 (21) 

  
※過去の平均点（ ）内は 400点以上取

得者数       

 

（出典 平成17年度教員会議（第11回）資料 

 英語教員の努力等によりようやく教育効果があらわれている。アンケートをとった五年生は第４回

の受験生で教育効果が現れ始めた学年である。特に，電気情報工学科の満足度は高い。 

 学生が行う学習達成度評価を実施しており，教育効果を確認できるシステムをもっている。一年の

実績しかないために，教育成果については，今後の学習達成度評価の実施をもって判断したい。 

専攻科においては，学生が行う学習達成度評価は，以下のようなものがある。 

(1)授業アンケートの中の理解度に関する項目の回答，(2)シラバスに記載された各教科目の授業内容

の達成度，(3)定期試験返却とその際の解答および解説，(4)定期試験終了時に配布される個人成績通

知表の確認，(5)専攻科修了時に実施する満足度アンケート 

(1)～(3)は，試験終了後の授業アンケートによって，達成度自己評価（各授業目標の達成度，総合

的な達成度）が定量化される。 (4)の個人成績通知表は，出身学科の専攻科会議委員から専攻科生個

人に渡される。観点６－１－②のうち専攻科課程で述べたように，成績結果をもとに達成度状況

を学生と出身学科の専攻科会議委員がチェックし，次期の履修申請などに反映させている。(5)

の専攻科修了時に実施するアンケートについては，資料６－１－④－３に内容を示す。 

 

資料６－１－④－３ 

専攻科修了時に実施するアンケート 
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（出典 専攻科会議資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年度専攻科修了生を対象としたアンケート結果を資料６－１－④－４に示す。 
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資料６－１－④－４ 

平成17年度専攻科修了生を対象としたアンケート結果  

実施日：3/17,2006         

          

設問項目 平均 
標 準

偏差 
No. 自由記述欄 

JABEE の認知度 3.1 0.6 1   

プログラム の概念の理解 3.2 0.8 2   

目指すエンジニアリング像の理解 3.0 0.9 3   

エンジニアリング像の必要性 2.5 1.2 4   

就職先とJABEE 修了生の採用 3.0 0.8 5   

学習・教育目標の理解 2.7 0.6 6   

学習・教育目標の設定の妥当性 2.5 0.7 7   

新入社員と学習・教育目標 3.2 0.7 8   

学習・教育目標（A）と社会水準 3.0 0.6 9   

学習・教育目標（Ｂ）と社会水準 3.1 0.7 10   

学習・教育目標（Ｃ）と社会水準 3.2 0.7 11   

学習・教育目標（Ｄ）と社会水準 2.6 0.8 12   

学習・教育目標（Ｅ）と社会水準 2.7 0.8 13   

学習・教育目標（A）の達成度 3.1 0.7 14   

学習・教育目標（Ｂ）の達成度 3.0 0.7 15   

学習・教育目標（Ｃ）の達成度 3.2 0.7 16   

学習・教育目標（Ｄ）の達成度 2.7 0.8 17   

学習・教育目標（Ｅ）の達成度 2.8 0.7 18   

D-5 異分野の修正 2.6 0.9 19
ネーミングとしては適切。ヒューマンフレンドリーなシステ

ムを付け加えるべき。 

Ｅ情報技術の修正 2.8 0.9 20 内容がわかりにくい。 

口頭発表と社会水準 2.5 0.6 21   

TOEIC400 と社会水準 3.8 0.9 22 500 はいると思う。 

TOEIC400→425 2.8 0.9 23
もう少し高くしていくべきである。もっと上げてもいい。500

以上は必要。 

養成すべき人材像 2.9 0.6 24 建築文化，社会文化というキーワードが必要だと思う。 

充実した学生生活 2.5 0.8 25 間延びした感がある。 

 

（出典 専攻科会議資料） 

 

 

H17年度専攻科修了生（32名）のうち，26名（S16名+K10名）から回答があり，回収率81％である。，
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評価３を標準，評価1を大いに満足，評価５を大いに不満とした。エンジニアリング像の必要性，学

習・教育目標の理解，設定の妥当性，学習・教育目標（D）（E）の評価は標準よりやや高い。学習・

教育目標（D）（E）の達成度もほぼ達成した割合が増加する一方，学習・教育目標（A）（B）（C）

の達成度は標準である。さらに，学協会での口頭発表は社会の要請する水準よりやや上であるとする

回答や，TOEICスコア400は社会の要請する水準よりやや下であるとする回答がみられる。専攻科にお

いて養成すべき人材像はほぼ適切であり，ほぼ充実した学生生活であったとする回答が得られている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の学生の自己点検評価等から，教育の成果や効果が上がっているとはいいがたいが，コ

ミュニケーション能力（ＴＯＥＩＣ），デザイン能力（ものつくり），情報技術に関しては一部の学

科で教育の成果が上がっていると判断している。 

専攻科において，専門知識や企画・計画・実施面については達成度が比較的高く評価されており，

教育の成果や効果が上がっているものと判断できる。また，コミュニケーション能力や学際性につい

ては，専攻科まで修めると達成感を感じている結果となっている。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

卒業（修了）生が在学時に身に付けたことに関する第1回目の意見聴取は平成14年度（資料６－

１－⑤－１）に実施した。岐阜高専への進学を選択した気持ちの設問に対して７６％の卒業生が

「理想的な選択」または「まあまあの希望通りの選択」と回答した。 

    

資料６－１－⑤－１ 

 卒業生アンケート（平成 14 年度実施） 

 

平成 4 年 3 月から平成 13 年 3 月における卒業生に対して，本校における授業内容等に対する評価

をアンケート方式により調査した。卒業年度の名列番号５・１０・１５・２０の卒業生 4 人を調査

対象として，各学科 40 人，合計 200 人にアンケート用紙を郵送したところ，72 名の卒業生から回

答があり，回収率は３６％であった。 

 

下記の（１）～（２０）にアンケート項目（多くは５つ程度の選択肢から選ぶ）と集計結果（一部

のみ）を示す。  

（１）職場または進学先で役に立った科目（授業）があればあげてください。 

（２）職場または進学先で足りなかったと感じた科目（授業）はどのようなものですか。 

（３）職場での待遇などで役にたった資格があれば記入してください。 

（４）現在授業時間は多くの科目で 90 分ですが，授業時間の長さについてどのように思われます

か。 

（５）5 年間同一クラスについての感想はどうですか。 

（６）卒業研究について興味を持って取り組みましたか。 
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 興味をもって あまり興味が どちらともい その他 合計  

 取り組んだ  もてなかった   えない    

機械工学科 2 6 2 0  10 

電気情報工学科 9 1 5 0  15 

電子制御工学科 6 3 5 0 14 

環境都市工学科 7 2 6 0  15 

建築学科 7 3 7 1 18 

合計 31 15 25 1 72 

 

（７）授業の内容及び課題は適切だったですか。 

  全体的に難 全体的に適 全体的に易 授業によっ その他 合計 

  しかった   切だった   しすぎた   て違った    

機械工学科 1 4 0  5 0  10 

電気情報工学科 1 2 0 12 0  15 

電子制御工学科 1 4 0 9 0 14 

環境都市工学科 1 7 1 6 0  15 

建築学科 1 8 0 9 0 18 

合計 5 25 1 41 0 72 

 

（８）授業の成績評価はどうでしたか。 

 全体的に厳 全体的に妥 全体的に甘 授業によって その他 合計 

 しかった   当だった かった 違った    

機械工学科 0  6 2 2 0  10 

電気情報工学科 1 6 1 7 0  15 

電子制御工学科 0 7 1 6 0 14 

環境都市工学科 0  12 1 3 0  16 

建築学科 0 8 3 7 0 18 

合計 1 39 8 25 0 73 

（９）寮生活はどうでしたか。該当箇所に○印をつけてください。 

（１０）クラブ活動では積極的に活動しましたか。  

（１１）アルバイトについてはどう思いましたか。該当箇所に○印をつけてください。 

（１２）服装についてはどう思いましたか。該当箇所に○印をつけてください。 

（１３）厚生施設（伊吹など）についての感想はどうでしたか。 

（１４）職場での待遇についてどうですか。高専生が有利なこと，不利なことがあればあげてくだ

さい。 

（１５）大学に編入学あるいは専攻科に進学して良かったこと，悪かったことをあげてください。 

（１６）職場において給料，仕事の内容などで，高校から入学した大学生との違いはありますか。 

 ない ある 何ともいえない 合計 
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機械工学科 2 0  0 2 

電気情報工学科 2 3 1 6 

電子制御工学科 2 2 0 4 

環境都市工学科 1 0  2 3 

建築学科 6 2 1 9 

合計 13 7 4 24 

（１７）大学編入学後あるいは専攻科に進学後，さらにその先の進路を教えてください。 

（１８）岐阜高専を選んだことについて，卒業した今の気持を教えてください。 

 自分にふさわ まあまあ自分 第 1 希望でな 他の学校に入 何ともいえない。   

 しい理想的な の希望通りの かったが，満 ればよかった よく分からない 合計 

 選択ができた 選択ができた 足している と後悔している    

機械工学科 1 9 0  0  0  10 

電気情報工学科 7 7 0  0  0  14 

電子制御工学科 4 7 0 0 3 14 

環境都市工学科 7 2 1 1 4 15 

建築学科 4 6 1 1 6 18 

合計 23 31 2 2 13 71 

（１９）岐阜高専のセールスポイントをあげるとしたら何だと思いますか。                     

（２０）岐阜高専への提言があれば記入してください。 

（出典 平成 14 年度 自己点検・評価報告書） 

 

 

平成 17 年度（資料６－１－⑤－２）では，一貫教育の意義，実践教育の意義を感じた卒業生は８

０％以上，岐阜高専の受験を勧める卒業生は約８０％，理由に 5 年間一貫教育を第 1 位にあげている。    

                                            

資料６－１－⑤－２ 

平成 17 年度卒業生アンケート 

 

平成 17 年 11 月 16 日 教員会議資料 

卒業生アンケートの結果 

                          自己点検・評価実施委員会 

（１）アンケート実施日  ：平成１７年８月      

（２）アンケート対象卒業生 

 ・第１期卒業生（S43 年，1968 年 3 月卒）から 5 年とびに各クラス８名  合計 320 名 

次回以降 : 順次，1 期ずつ繰り下げ ＪＡＢＥＥ審査，認証評価を考慮して原則 4 年ごと 

【参考】前回 平成１４年に，最近 10 年間の卒業生各クラス 4 名を対象に実施 合計 200 名  

 

（３）アンケート回収率 

学科 ６８年 ７３年 ７８年 ８３年 ８８年 ９３年 ９８年 ０３年 回収率 
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卒 卒 卒 卒 卒 卒 卒 卒 

Ｍ 4 3 1 3 2 1 2 5 ３１％ 

Ｅ 5 4 1 2 1 4 2 2 ３３％ 

Ｃ 4 4 5 5 5 4 4 2 ５２％ 

Ａ * 6 4 3 2 6 3 3 ４８％ 

Ｄ * * * * * 3 1 4 ３３％ 

回収率 ５４％ ５３％ ３４％ ４１％ ３１％ ４５％ ３０％ ４０％ ４０％ 

（４）アンケート結果 －設問ごとの結果，上から原則 2 位まで－ 

①５年間一貫教育の意義 ：  

高専在学中もそう感じていたし，今でも意義があったと思う。 ４３％ 

  高専在学中はそう感じなかったが，今では意義があったと思う。３８％ 

②実践教育の意義 ： 

高専在学中もそう感じていたし，今でも意義があったと思う。 ４９％ 

  高専在学中はそう感じなかったが，今では意義があったと思う。３３％ 

③高専在学中に学業以外で取り組んだこと ：クラブ ３８％，高専祭 ３１％  

④受けた授業でその後に特に役立った科目 ：専門の講義科目 ３３％，実験実習科目 ２４％  

⑤もっと学んでおいた方がよかった科目 ：一般科目 ４１％，専門の講義科目 ３１％ 

⑥入試 4 科目（国語，数学，理科，英語）の妥当性 ：今のままでよい ５６％，5 科目 ２６％ 

⑦入試問題の難易 ：難しい ３０％，どちらとも言えない ２６％，覚えていない ２３％ 

⑧推薦入学定員を各学科最大１５名の妥当性 ：多すぎる ５２％，適当 ２８％ 

⑨入試の成績等の情報開示の希望 ：希望あり ６５％，希望なし ２０％  

⑩岐阜高専受験希望者に対して勧める程度 ：ある程度勧める ５９％，大いに勧める １９％ 

⑪特にどの点を勧めるか（勧めると回答した人） ：5 年間一貫教育 ４４％，就職率 ３０％ 

⑫職場等での待遇上の満足度（最終学歴が高専卒） ： 

実績評価で不満なし ３８％，不満 ２５％，どちらとも言えない ２４％ 

⑬寮で生活した経験 ：当時も楽しく今でもいい経験 ７３％，当時は辛く今はいい経験 ２２％ 

⑭若鮎会の存在と活動内容 ：存在知るが活動内容知らず ７７％，存在・内容を知らず １６％ 

⑮若鮎会に期待すること ：定期刊行物 ５３％，定期的な懇親会 ２７％ 

⑯各科同窓会の存在 ：存在知るが活動内容知らず ４１％，存在・内容を知らず ４１％ 

⑰各科同窓会に期待すること ：定期的な懇親会 ４５％，定期刊行物 ３７％ 

（５）自由記載関連ほか 

 ・設問④と⑤における科目名 ：学科委員を通して科内で周知済み 

 ・設問⑱ 岐阜高専への提言 ：学科委員を通して科内で周知済み 

・設問⑯の各科同窓会の存在と活動内容の認知度について，学科による相違が認められた。 

（出典 平成 17 年 11 月 16 日 教員会議資料） 

 

企業へは平成15年度にＪＡＢＥＥプログラムのアンケート調査を行った（資料６－１－⑤－３）。  
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資料６－１－⑤－３ 

 

就職先アンケート（平成15年度実施） 

 

ＪＡＢＥＥ審査の準備の一貫として，企業にアンケート調査を行い，54社から回答を得た。以下に

調査項目と回答を示す。 

 

2 . 1 の 22  就職先アンケート様式 

別紙 1 の「環境システムデザイン工学」教育プログラムの概略，および別紙 2 の「環境システムデザイン工学」教
育プログラムの学習・教育目標をお読みいただき，以下の事項についてあてはまるとお考えの番号に○ 印をつけて
下さい。尚，アンケート中にでてまいります「社会の要請する水準」とは技術者に期待される学士レべルの基礎教育
として適切であり，教育の国際的相互承認等を可能にする程度である必要がありますが，ここでは御社が期待してい
る学士の水準とお考えいただければ結構です。 

御社名             御記入担当者様御氏名               

① 日本技術者教育認定機構（JABEE ） についてご存知でしようか？ 
1. 十分によく知っている 2.だいたい知っている 3. ある程度知っている 4.あまり知らない 5．全く知らない                            
6 ．その他 
② プログラムの概念はご理解できますでしょうか？ 
1. 十分によくわかる 2. だいたいわかる 3.ある程度わかる 4．あまりわからない5.全くわからない 6. その他 
③ プログラムの目指すエンジニア像はご理解できますでしょうか？ 
1. 十分によくわかる 2. だいたいわかる 3.ある程度わかる 4．あまりわからない5.全くわからない 6. その他                            
④ 本プログラムの目指すエンジニアは，今後必要になると思われますか？                                      
1. 非常に必要になる 2. だんだん必要になる 3. ある程度必要になる 4. あまり必要にならない                
5. 必要にならない 6. その他                                                                            
⑦ 御社では JABEE 修了認定された学生を採用したいと思われますか？ 
1. 非常に積極的に採用する 2. やや積極的に採用する 3. ある程度採用する  4．あまり採用しない                        
5．全く採用しない 6．その他                                                                                   
⑧ 学習・教育目標はご理解できますでしょうか？                                                                                                                                                                                                             
1. 十分によくわかる 2. だいたいわかる 3.ある程度わかる 4．あまりわからない5.全くわからない 6. その他 
⑨ 環境システムデザイン工学の学習・教育目標として適切であると思われますでしようか？                                                             
1. 十分適切である  2. だいたい適切である 3. ある程度適切である 4. あまり適切でない 5. 全く適切でない   
6. その他                                                        
⑩ 御社に学士として就職した学生が，この学習・教育目標を達成していれば，貴社の新入社員としては十分満足で
あると思われますでしようか？                                                                          
1. 十分満足である  2. だいたい満足である  3. ある程度満足である  4. 少し不満である  5. 全＜不満である  
6．その他                                                     
⑪ 学習・教育目標（A） を達成していれば，一般的に「社会の要請する水準」以上の学士といえるでしょうか？   
1. 水準よりかなり上である  2. 水準よりやや上である 3. 水準程度である  4. 水準よりやや下である          
5. 水準よりかなり下である  6．その他                                        
⑫ 学習・教育目標（B） を達成していれば，一般的に「社会の要請する水準」以上の学士といえるでしょうか？   
1. 水準よりかなり上である  2. 水準よりやや上である 3. 水準程度である  4. 水準よりやや下である          
5. 水準よりかなり下である  6．その他                                    
⑬ 学習・教育目標（C） を達成しでいれば，一般的に「社会の要請する水準」以上の学士といえるでしょうか？   
1. 水準よりかなり上である  2. 水準よりやや上である 3. 水準程度である  4. 水準よりやや下である          
5. 水準よりかなり下である  6．その他                                                                    
⑭ 学習・教育目標（D） を達成していれば，一般的に「社会の要請する水準」以上の学士といえるでしょうか？   
1. 水準よりかなり上である  2. 水準よりやや上である 3. 水準程度である  4. 水準よりやや下である          
5. 水準よりかなり下である  6．その他                                      
⑮ 学習・教育目標（E） を達成していれば，一般的に「社会の要請する水準」以上の学士といえるでしょうか？   
1. 水準よりかなり上である  2. 水準よりやや上である 3. 水準程度である  4. 水準よりやや下である          
5. 水準よりかなり下である  6．その他  
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集計結果                                             

  設  問  番  号 

   ① ② ③ ④ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

1 0 11 9 20 9 9 7 15 10 12 7 14 9 

2 2 26 29 25 12 31 34 17 24 26 29 29 25 

3 8 15 15 9 18 14 12 17 17 14 16 10 17 

4 15 1 1 0 3 0 1 3 1 2 2 1 3 

5 28 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 

 

回

答

番

号 

6 1 0 0 0 11 0 0 2 0 0 0 0 0 

合計 54 53 54 54 53 54 54 54 54 54 54 54 54 

分析結果 

 

（出典 平成 15 年度ＪＡＢＥＥ審査 自己点検書） 
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平成17年度に就職先企業に対し，教育の成果のアンケートを実施した（資料６－１－⑤－４）。 

資料６－１－⑤－４ 

就職先アンケート（平成17年度実施） 

（１）対象就職先 専門５学科 各20団体 合計100団体 

（２）回収率 ５４％ 

（３）アンケート結果（抜粋）  
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Ｍ：機械工学科，Ｅ：電気情報工学科，Ｄ：電子制御工学科，Ｃ：環境都市工学科，Ａ：建築学科 
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（４）まとめと分析 

 ・専攻科存在の認知度は 96％であり，高率である。          

・ＪＡＢＥＥ認定校の認知度は 49％であり，今後，認定校であることを周知する努力が必要。  

・専攻科修了生の採用数 14 名，採用率 27％であり，就職先に対する採用の働きかけが必要。         

・本科卒業生の業種は製造，設計開発，技能職の合計で 92％であり，本校の目的に叶っている。 

・本科卒業生２年後の能力全般に対する回答は大卒と同じが 62％，大卒以上が 36％であり，本校

の教育に対して良い評価がなされている。  

・本科卒業生の優れた能力に対する回答は専門知識が 31 団体，コミュニケーション能力が 18 団

体である一方で，不足する能力の回答でコミュニケーション能力が 10 団体と最も多い。2000 年

を契機に開始したＴＯＥＩＣ400 点以上の標語の効果に期待している。   

・専攻科修了生の業種（設計・開発 50％）及び修了生の能力全般（大卒と同じ 58％，大卒以上 

42％）の結果は良好であり，今後は研究面においても専攻科の一層の活性化が必要である。 

・就職先団体の 83％が専攻科に対して期待。専攻科に対する信頼を一層増す努力が必要。        

 

（出典 平成18年度第1回自己点検・評価実施ＷＧ議事録） 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

最近５年間に，卒業生及び就職先に対するアンケートをそれぞれ2回実施し，その結果から本校

における教育の成果が上がっていることが分かり，実施の頻度とともに十分な取り組みをしている。  

  

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 全国高専に先駆けて第3学年のTOEIC団体受験を導入し，飛躍的な成果をあげた。専攻科ではTOEIC

スコア400は全員がクリアしている。学協会等での口頭発表を専攻科修了時に全員が達成している。 

学習目標達成に関する内容を含めた項目について卒業生及び就職先に対してアンケートをそれぞれ

２度実施していて，その結果から十分な教育の成果が上がっている。 

（改善を要する点）  

   なし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

目標を五つの標語に展開して，評価方法・評価基準を定め，平成16年度分から達成状況を把握・評

価するための取り組みを実施している。五つの目標の達成度は全体では120％達成できている。平成

17年度は前年度より，総合的に目標の達成度評価はわずかに改善している。 

全国高専に先駆けて第3学年でのTOEIC団体受験を導入した。最初の三年間は平均スコアが

287,304,304と芳しいものではなかったが，英語教員の継続的な努力と学生の意識改革により，その

後の三年間で343,350,366と飛躍的に効果が上がっている。400を越すクラスも現れている。 
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 各学科の具体的な学習・教育目標の達成度評価は平成17年度から実施している。平均欠課時数が平

成11年度に比べると，最近2年間で半分程度まで減少し，留年者数も１/３まで減少している。 

 進路決定率はほぼ100％であり，就職先，編入学先，進学先をみるに，教育の目的において意図し

養成しようとする人材像等について，教育の成果が上がっていると言える。 

 卒業生及び就職先に対してアンケートを平成14年度から平成17年度にかけて２度実施した。その結

果は，本校における教育の成果は十分にあがっていることを裏付けている。 

専攻科では修了時に身に付けるべき学習・教育目標（A）～（E）とその判定方法を定めている。専

攻科課程の修了率は100％に近く，また，その高い学習・教育目標の達成率からも教育の成果が十分

あがっている。TOEICの成績も専攻科課程のほぼ全員がスコア400をクリアし，その支援体制も確立し

ているので，修了時における英語能力については教育効果が現れていると判断できる。特別研究は学

協会などでその内容を内外に問われて評価されており，一定の水準を保っていると言える。 


